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●
事
例
紹
介
●

松
山
大
学
学
生
懸
賞
論
文
の
歴
史

鈴

木

茂

(松
山
大
学
総
合
研
究
所
長
)

一

大
学
生
ら
し
さ
を
求
め
て

～
学
生
懸
賞
論
文
三
〇
年
の
歴
史
～

松
山
大
学
の
学
生
懸
賞
論
文
制
度
は

一
九
七
五
年
度
か
ら
開
始
さ

れ
、
学
生
懸
賞
論
文
制
度
が
発
足
し
て
か
ら
三
〇
年
を
経
過
す
る
。

こ
の
間
、
応
募
件
数
の
減
少
や
論
文
の
水
準
低
下
な
ど
か
ら
懸
賞

論
文
制
度
の
廃
止
意
見
が
強
ま

っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
学
生
に
論
文

執
筆

の
刺
激
を
与
え
る
制
度
と
し
て
先
生
方
の
協
力
を
得
て
維
持
し

て
き
た
。
本
制
度
は
松
山
大
学
の
学
習
環
境
を
構
成
す
る
重
要
な
制

度
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

『松
山
商
科
大
学
学
生
懸
賞
論
文
集
-
創
刊
号
1
』
(
一
九
七
七
年

一
〇
月
刊
)
に
当
時
の
伊
藤
恒
夫
学
長
が

「発
刊
に
よ
せ
て
」
と

い

う

一
文
を
寄
せ
、
そ
こ
に
学
生
懸
賞
論
文
制
度
を
設
け
た
意
図
と
関

係
者

の
懸
賞
論
文
制
度
に
対
す
る
期
待
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

少
し
長
く
な
る
が
、
そ
の
部
分
を
引
用
す
る
。

大

量

の
大

卒
者

が
生
産

さ

れ
る
よ
う

に
な

っ
て
、
「
何
を

基
準

に
彼

ら
を
大

卒
者
と
呼

ぶ

べ
き

か
」

と

い
う
大

卒
者

の
評
価
が
問

題
に
な

っ

て
き

た

。

「
本
来

の
学

生
と

呼

べ
る

の
は

全
体

の
二
割

に
す

ぎ
な

い
」

と

い
う

経
営
者

の
言
葉

が
タ
ブ
ー

で
な
く
な
り

つ
つ
あ
る
。
大

学
教
育

の
在
り
方

が
問
わ
れ

て
い
る
。
大
学
生
と
高
校
生

は
ど
う
ち
が
う

の
か
。

大
学

は
何

の
た

め
、
誰

の
た

め

に
あ

る

の
か
。

「大

学
生

ら
し

い
大
学

生

は
ど
ん
な
大

学
生
か
？
」

受

身

で
な
く

、
積
極
的

に
自
主
的

に
勉
学

す

る
こ
と
が
、
大

学
生

の
高

校
生
と

は
ち

が
う

「大

学
生
ら

し
さ
」

の

一
つ
で
あ
る

こ
と

は
、
ま
ち

が

い
あ

る
ま

い
。
と

こ
ろ
が
多
く

の
大
学

生

は
そ
う

で
は
な

い
。
だ
か
ら

、
大
学
教
師

は
学
生

の
勉

学
意
欲
を

モ

テ
ィ
ヴ

ェ
ー
ト
す

る
た
め

に
ど
う

す
れ
ば

よ

い
か
苦
労

し
て

い
る
。

そ

の
勉
学
意

欲
を
刺
激

(し
げ
き
)

す
る

一
つ
の
方
法
と

し
て
、
本
学

で

は
、
学
生

か
ら
懸
賞
論

文
を
募
集

し

て
み

る
こ
と

に
な

っ
た

の
だ
と
思

う
。

…
…
論
文
を
書
く
苦

労

の
中

で
、
諸
君
も
自

分
が
脱
皮
成

長
す
る

こ
と
を
実
感
す

る

に
ち

が

い
な

い
。

そ

の
中

で
断
片

的
知
識

は
総
合
さ

れ
、
必
ず
身

に

つ
く
。

そ
の
時
、
諸
君

は
、
必
ず

、
大

学
生
ら

し

い
喜

び

と
生
き

が

い
を
感
じ

る
に
ち
が

い
な

い
。
大
学
生

ら
し

い
大
学

生
に

な

れ
る

の
で
は
な

い
か
。

こ
れ
ま

で
の
懸
賞

論
文
中

の
入
選
、
佳
作

論

文

が
刊
行
さ
れ

る
に
当

っ
て
、
松
山
商
大
諸

君

の

一
層

の
奮
起
を
切

望

し
て
や
ま

な

い
。

(伊
藤
恒
夫
、

一
九
七
七
年
九

月

一
五
日
)

本
学

の
学
生
懸
賞
論
文
制
度
が
設
け
ら
れ
た

一
九
七
〇
年
代
前
半

は
、
い
わ
ゆ
る
戦
後
の
第

一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
世
代
が
大
量
に
大

学
に
進
学
し
、
そ
の
受
け
皿
と
し
て
全
国
で
大
学

・
学
部
が
新
設
さ

れ
、
学
生
定
員
が
大
幅
に
拡
大
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
ま
た
、
六
〇

年
代
末
か
ら
全
国
的
に
拡
大
し
た
激
し

い
学
生
運
動
が
収
束
し
始

め
、
キ

ャ
ン
パ
ス
に
研
究
教
育
に
専
念
で
き
る
静
け
さ
が
も
ど

っ
て

き
た
時
期
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
大
学
の
大
衆
化
に
加
え
て
、
学
生

運
動
の
余
波
に
よ

っ
て
多
く
の
学
生
が

「脱
政
治
化
」
「脱
社
会
化
」

し
、
社
会
科
学
を
学
ぶ
う
え
で
不
可
欠
な
社
会
問
題
に
対
す
る
学
生

の
関
心
が
弱
ま
り
、
学
生
の
学
習
へ
の
モ
チ
ヴ

ェ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
の

よ
う
に
高
め
れ
ば
よ
い
か
先
生
方
の
悩
み
が
大
き
く
な
り
つ
つ
あ

っ

た
時
期
で
あ
る
。
そ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
方
策
の

一
つ
と
し
て
、

本
学
で
は
学
生
懸
賞
論
文
を
募
集
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

二

入
選
作
に
賞
金

一
〇
万
円

本
学
の
学
生
懸
賞
論
文
の
応
募
者
は
、
本
学

に
在
籍
す
る
学
部
学

生

.
短
大
生

・
科
目
履
修
生

・
外
国
人
留
学
生

・
聴
講
生
を
対
象
と

し
、
共
同
執
筆
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
本
学
に
は
地
方
大
学
の
中
で

は
早
く
か
ら
大
学
院
が
開
設
さ
れ
て
い
る
が
、
大
学
院
生
の
応
募
資

格
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

入
選
作
に
は
、
賞
金
が
与
え
ら
れ
る
。
当
初

は
、
入
選

(
一
編
)

に
対
し
て

一
〇
万
円
、
佳
作

(三
編
)
三
万
円
、
参
加
賞

(図
書
券

三
〇
〇
〇
円
分
)
が
与
え
ら
れ
た
。
当
時
の
大
卒

の
初
任
給
が

一
〇

万
円
を
下
回
っ
て
い
た
時
期
に
、
金
賞

一
〇
万
円
は
学
生
に
と

っ
て

経
済
的
刺
激
も
大
き
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
大
学
関
係
者
の
意
気
込
み

が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
年
度
に
よ
り
若
干

の
変
更
が
あ
る
が
、

一
九
九

一
年
度
か
ら
金
賞

(
一
編
)

一
〇
万
円
、
銀
賞

(二
編
)
各

五
万
円
、
銅
賞

(三
編
)
各
三
万
円
、
参
加
賞

(図
書
券
五
〇
〇
〇

円
分
)
に
変
更
さ
れ
、
現
在
に
至

っ
て
い
る
。
そ
の
後
の
物
価
水
準
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の
高
騰
に
よ
り
、
賞
金
金
額
が
相
対
的
に
低
下
し
、
学
生
に
対
す
る

経
済
的
刺
激
が
弱
ま

っ
て
い
る
。
賞
金
額
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
検

討
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
意
見
も
出
て
い
る
。

三

『松
山
商
科
大
学
学
生
懸
賞
論
文
集
』
の
刊
行

懸
賞
論
文
入
選
作
は
刊
行
し
て
、
記
録
に
残
す
と
同
時
に
懸
賞
論

文
に
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
他
の
学
生
た
ち
に
と
っ
て
良
い
刺
激
を
与

え
て
い
る
。

一
九
七
七
年
に
、

一
九
七
五
年
度
と
七
六
年
度
の
入
選

作
と
佳
作
と
を
収
録
し
た

『松
山
商
科
大
学
学
生
懸
賞
論
文
集
』

(現

『松
山
大
学
学
生
懸
賞
論
文
集
』)
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
れ
以
降
、

『学
生
懸
賞
論
文
集
』
は
毎
年
刊
行
さ
れ
、
現
在
二
七
巻
を
数
え
る
。

入
選
作
の
中
に
は
、
辻
公
正

・
河
野
真
次
郎

「『経
済
学
の
危
機
』

と
現
代
経
済
学
の
根
本
問
題
」、
池
田
貞
治

・
中
西
賢
二

「『現
代
企

業

の
社
会
的
責
任
』
に
つ
い
て
の

一
考
察
」
、
足
立
展
志

「経
済
学

の
方
法
論
的
諸
問
題
」
な
ど
、
経
済
学
や
経
営
学
の
専
門
的
テ
ー
マ

に
真
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ
も
の
や
、
二
宮
久
幸

「
E
n
g
l
i
s
h
 
a
s
 
a
n

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
L
a
n
g
u
a
g
e
」

の
よ
う
に
英
文
論
文
に
挑
戦
し
た
も
の

も
あ
る
。
経
済
学
や
経
営
学
の
基
本
的
問
題
に
取
り
組
ん
だ
本
格
的

な
論
文

で
あ
り
、
当
時
の
学
生
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
。

四

論
文
執
筆
指
導
と
公
正
な
選
考

募
集
に
際
し
て
、
学
生
の
テ
ー
マ
設
定
を
助
け
、
問
題
意
識
を
鮮

明
に
さ
せ
る
た
め
に
、
各
教
員
か
ら
指
定
論
題
を
募
集
し
、
そ
の
中

か
ら
総
合
研
究
所
運
営
委
員
会
に
お

い
て
選
考
し
て
指
定
論
題
と
し

て
提
示
し
て
い
る
。
学
生
は
指
定
論
題
の
ほ
か
、
社
会
科
学

・
人
文

科
学
領
域
の
自
由
論
題
で
も
応
募
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、

学
生
懸
賞
論
文
に
常
に
多
く

の
応
募
件
数
が
あ

っ
た
わ
け
で
な

い
。

懸
賞
論
文
へ
の
募
集
を
促
す
た
め
に
、
学
内
掲
示
板
に
掲
示
す
る
と

同
時
に
、
先
生
方
を
通
じ
て
学
生
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
よ
う
指
導
し

て
頂
い
て
い
る
。
先
生
方
の
中
に
は
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
指
導
の

一
環
に
位

置
づ
け
、
学
生
達
に
懸
賞
論
文
に
応
募
す
る
よ
う
指
導
す
る
と
と
も

に
、
論
文
の
作
成
指
導
に
長
時
間
を
費
や
し
て

い
る
先
生
も

い
る
。

懸
賞
論
文
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動
の
伝
統
に
な

っ
て

い
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
多
く
の
学
生
に
と

っ
て
、
学
術
論
文
を
書
く
こ
と
は
初
め

て
の
経
験
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
「学
生
懸
賞
論
文
執
筆
要
領
」
を

作
成
し
、
学
術
論
文
執
筆
時
の
基
本
的
な
留
意
事
項
に
つ
い
て
注
意

を
促
す
と
と
も
に
、
論
文
形
式
の
統

一
を
図

っ
て
い
る
。
特
に
、
論

文
執
筆

に
つ
い
て
、
先
行
研
究
に
つ
い
て
十
分
検
討
す
る
こ
と
、
文

献
引
用

に
あ
た

っ
て
著
作
権
を
尊
重
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
導

し
、
「盗
作
」
と
な
ら
ぬ
よ
う
注
意
し
て
い
る
。

応
募
論
文

の
審
査
に
つ
い
て
は
、
松
山
大
学
総
合
研
究
所
運
営
委

員
会
に
お
い
て
本
学
の
教
員
の
中
か
ら
審
査
委
員
を
選
出
し
、
審
査

を
依
頼
し
て
い
る
。
論
文
テ
ー
マ
と
各
教
員
の
専
門
性
を
考
慮
し
て
、

主
査
と
副
査
二
名
、
計
三
人
の
教
員
が
選
考
委
員
に
な

っ
て
い
る
。

審
査
委
員
は
、
統

一
さ
れ
た
評
価
方
法
に
基
づ

い
て
評
価
す
る
。
審

査
委
員

の
評
価
が
異
な

っ
た
場
合
に
は
、
委
員

の
間
で
協
議
し
て
、

評
価
を
統

一
す
る
。
ま
た
、
審
査
結
果
、
と
り
わ
け
、
講
評
内
容
は

学
生
に
伝
え
、
さ
ら
に
研
究
内
容
の
熟
度
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。

選
考
過
程
に
お
い
て
最
も
苦
労
す
る
の
は
審
査
委
員
の
選
考
で
あ

る
。
指
導
教
授
は
審
査
委
員
と
な
れ
な
い
た
め
、
専
門
性
を
重
視
す

る
と
論
文
内
容
に
適
合
し
た
審
査
委
員
を
学
内
で
確
保
で
き
な
く
な

る
。
も
う

一
つ
は
、
教
員
間
に
お
け
る
学
生
懸
賞
論
文
に
対
す
る
位

置
づ
け
の
相
違
で
あ
る
。
論
文
に
応
募
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
を
重
視

す
る
教
員
と
学
術
論
文
と
し
て
の
厳
密
性
を
求
め
る
教
員
と
が
存
在

す
る
な
ど
、
教
員
の
教
育
観
か
ら
懸
賞
論
文
に
対
す
る
考
え
方
が
異

な
り
、
学
生
懸
賞
論
文
の
評
価
が
大
き
く
異
な
る
場
合
が
あ
る
。
こ

の
た
め
、
各
審
査
委
員
が
評
価

し
た
後
、
評
価
が
大
き
く
異
な

る
場
合
に
は
、
教
育
的
な
観
点

か
ら
審
査
委
員
相
互
で
協
議
し
、

評
点
を
調
整
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
。

な
お
、
審
査
時
期
が

一
二
月
か

ら
翌

一
月
に
な
り
、
教
員
が
も

っ

と
も
忙
し
い
時
期
に
あ
た
る
。
こ

の
た
め
、
二
〇
〇
五
年
度
か
ら
応

募
及
び
選
考
方
法
を

一
部
改
善
し

た
。
審
査
委
員
を
二
名
と
す
る

一

方
、
執
筆
要
綱
に
従
っ
て
書
か
れ

て
い
る
か
ど
う
か
、
と
く
に
出
典

や
典
拠
性
を
明
示
し
、
知
的
所
有

権
を
無
断
で
使
用
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
な
ど
、
指
導
教
授
の

一
層
の

協
力
を
要
請
し
た
。
ま
た
、
所
轄
の
松
山
大
学
総
合
研
究
所
運
営
委
員

会
に
お
い
て
形
式
審
査

(第

一
次
審
査
)
を
す
る
こ
と
、
審
査
委
員
に

よ
る
審
査

(第
二
次
審
査
)、
運
営
委
員
会
に
よ
る
審
査

(第
三
次
審
査
)

を
行
い
、
公
正
に
評
価
で
き
る
よ
う
に
改
め
た
。
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五

表
彰
後
の
大
学
と
し
て
の
向
上
の
効
果
と
改
善
点
に
つ
い
て

表
彰
式
に
お
い
て
入
選
作
に
つ
い
て

一
つ
一
つ
講
評
す
る
と
と
も

に
、
応
募
者
全
員
に
主
査
に
よ
る
講
評
が
渡
さ
れ
る
。
ま
た
、
入
選

作
は

『松
山
大
学
学
生
懸
賞
論
文
集
』
と
し
て
刊
行
し
、
教
職
員
、

執
筆
し
た
学
生
に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
図
書
館
等
に
収
蔵
し
、
多

く
の
学
生
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

学
生
懸
賞
論
文
応
募
者
数

は
、

一
時
期
減
少
し
た
後
、

最
近
増
加
傾
向

に
あ
る
が
、

ま
だ
ま
だ
十
分
で
は
な
い
。

ま
た
、
入
選
作
に
つ
い
て
は

原
則
と
し
て
金
賞

一
編
、
銀

賞
二
編
、
銅
賞
三
編
と
し
て

い
る
が
、
学
生
の
応
募
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
る
た

め
に
、
各
々
の
評
価
水
準
を

上
回

っ
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
は
全
て
入
選
作
と
し
て
表

彰
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
近
年
金
賞
に
値
す
る
論
文
が

な
く
、
論
文
の
水
準
を
高
め
る
必
要
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

論
文
の
水
準
を
引
き
上
げ
る
に
は
日
常
的
な
学
生
の
研
究
の
単
位
で

あ
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動
の
充
実
と
学
生
懸
賞
論
文
と
の
連
携
を
図
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
w
e
b
s
i
t
e

上
の
情
報
が
豊
富
に
な
り
、
情
報

を
得
る
こ
と
が
容
易
に
な

っ
て
き
た
が
、
そ
の
反
面
、
知
的
所
有
権
の

侵
害
な
ど
学
術
論
文
執
筆
上
の
基
本
的
マ
ナ
ー
を
欠
い
て
い
る
と
判
断

さ
れ
る
論
文
も
み
ら
れ
る
。
論
文
執
筆
を
通
じ
た
学
生
の
研
究
意
欲
を

向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
情
報
化
時
代
に
お
け
る
情
報
の
活
用
と
知
的

所
有
権
の
尊
重
に
つ
い
て
適
切
な
指
導
の
必
要
を
感
じ
て
い
る
。

●
事
例
紹
介
●

「
学

生

チ

ャ
レ

ン
ジ

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
」

の
意

義

片

木

進

(流
通
科
学
大
学
副
学
長
)

時
代

の
変
化
と
共
に
大
学
教
育
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き

て
い
る
。

こ
れ
ま
で
大
学
は
、
教
養
教
育
と
専
門
教
育
の
二
つ
を
大
き
な
柱
と

し
て
き
た
が
、
今
や
第
三
の
柱
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
重
要
な
地

位
を
占
め
る
に
至

っ
て
い
る
。
ま
た
、
教
育
の
供
給
主
体
が
従
来
の

教
員
に
止
ま
ら
ず
、
産
業
人
な
ど
に
広
が

っ
て
い
る
の
も
大
き
な
変

化
で
あ

ろ
う
。

神
戸
に
あ
る
、
わ
が
流
通
科
学
大
学
で
は
、

一
〇
年
以
上
も
前
か

ら
産
業
界
の
経
営
ト
ッ
プ
に
よ
る
実
学
教
育
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

て
き
た
。
そ
し
て
近
年
努
力
し
て
い
る
の
は
、
「学
生
の
教
育
参
画
」

と
い
う
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
学
生
に
教
育
の
片
鱗
に
タ
ッ
チ
さ

せ
る
こ
と
で
、
自
ら
学
ば
せ
る
仕
組
み
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

例
え
ば

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
お
い
て
は
、
す
で
に

「学
生
の
、
学
生
に

よ
る
、
学
生
の
た
め
の
就
職
支
援
」
組
織
を
作
り
上
げ
、
そ
こ
で
は

上
級
生
が
下
級
生
を
教
育
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
同
級
生
間
で
も

学
び
あ
い
の
仕
組
み
が
着
々
と
で
き

つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
前
記
の
経

営
ト
ッ
プ
の
講
義
の
交
渉
や
ア
テ
ン
ド
も
、
学
生
主
体
に
運
営
さ
せ

始
め
た
。

昨
年
開
始
し
た

「学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
も
学
生
の

教
育
参
画
を
大
き
な
目
的
と
し
て
い
る
。
学
生

に
様
々
な
プ
ロ
ジ

ェ

ク
ト
を
企
画
さ
せ
そ
れ
を
試
行
さ
せ
る
、
そ
の
中
の
優
れ
た
も
の
は

大
学
が
全
面
的
に
支
援
し
、
永
続
的
な
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
立
ち

上
げ
る
、
そ
の
運
営
主
体
は
あ
く
ま
で
学
生
と
し
、
先
輩
か
ら
後
輩

へ
と

つ
な
い
で
い
く
。
こ
う
し
た
経
過
を
た
ど
り
な
が
ら
学
生
は
自

ら
学
び
、
後
輩
を
教
育
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。


